




















いま、私たちが目を向けるべき人 は々、購買行動を行うお母さん、暮らしの財布を握っているお母さんです。そういった目線を
持つ、女性の役員が少ないJAグループの現状は、改善していく必要があると感じています。

JA東京むさし管内の三鷹市では「営農ボランティア」が活躍しています。農家の労働力が不足している状況の中で、消
費者がものを買うだけではなく、農作業に従事するケースが少しずつ増えていて、共感の輪が広がっています。
地域住民、消費者も含めて、農業の担い手として多様な活躍の場づくりをもっと進めていく必要があります。農業の担い手

として、消費者や地域住民の活躍の場をつくることには、大きな可能性があります。団塊世代で退職して時間ができた人や、
年金に加えてお小遣いが欲しい人、健康づくりや仲間づくりなど、いろいろな意味で、農業や地域にコミットしたい消費者はた
くさんいるのです。こういった人たちに対して、例えば支店単位など、きめ細かな単位で声かけ運動をしていく、あるいはコーディ
ネートをしていくと良いのではないでしょうか。
私も営農ボランティアの活動を見ましたが、ボランティア参加者は「農作業は面白い」と話していました。農業の持つポテン

シャルに着目して、多くの人 と々共に農業を展開していきたいと考えています。

JAでもサッカーのように、戦略戦術について徹底的に討議を深め方針を決めていく、そして実戦に生かす必要があります。
サッカーのフォワードが、広い意味での販売に当たります。直売所をはじめとして「どのように売るか」「どのように付加価値を付
けて売るか」を考えなければなりません。ミッドフィルダーは、広い意味での営農企画です。私はJAの基本は、営農企画だと
思っています。「どのような生産指導をするか」「資材はどのように使うか」といった、技術と営農に関することは幅広くやらなけ
ればなりません。バックスは、金融や共済、購買事業などが該当します。そしてゴールキーパーが、すべての仕事を管理します。
こういった陣形をいかに動かすか、それぞれの能力をいかに発揮させるかを考えなければなりません。
また、大切なのはサポーターです。サポーターは、控えている組合員のことを指します。サポーターには、若者も高齢者もいま
す。業種も、行っている農業も違います。強いチームは、サポーターとして女性を組織しています。例えば、野球で言えばカープ
女子です。JAで一番大事なのは、組合員であるサポーターを増やし、味方につけることです。サポーターを大切にして「この
力で私たちは勝つんだ」というエネルギーを発揮しているところは、多大な起爆力を持っています。大事なことは、自分たちの基
盤をどう固めていくかです。これはJAにとっての永遠の課題です。
女性を起用することも重要です。女性の持っているエネルギーに注目して、サポーターの女性たちの行動をさらに広げてい

くために、自分たちが何をしていくべきなのかを考えて行かなければなりません。それこそが、JA人づくり研究会の使命だと思っ
ています。

これからは、世間を味方につける方法を考えていかなければならないと思います。組合員に調査を実施するだけではなくて、
世間をサポーターにするにはどうすれば良いかを考える必要があります。私は、もっと消費者に近づいてもらいたいと思っていま
す。組合員と組合組織そして職員の関係のみを考えるのではなく、世間とどう付き合うか、世間がどれだけ味方になってくれる
のかを視野に入れなければなりません。「JAはなくてはならない」ということを、組合員や地域の利用者だけでなく、JAを見たこ
ともない都会の住民も含め、新自由主義の恩恵に預かっているタワーマンションに住んでいる人も含めて、そういった世間をど
れだけ味方につけるか、消費者をどれだけ味方につけるか。このことを組合員と近づくこと同様に、考えてほしいと思います。
それには設備も施設もいりません。意識改革だけであり、世間を味方につける即答力、発想力だと思います。
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